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1. 平成28年1月期第3四半期の業績（平成27年2月1日～平成27年10月31日）

当社は、平成27年９月28日開催の取締役会決議に基づき、平成27年11月１日付で普通株式１株につき３株の株式分割を行っております。そのため、前事業年度
の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益を算定しております。

(2) 財政状態

当社は、平成27年９月28日開催の取締役会決議に基づき、平成27年11月１日付で普通株式１株につき３株の株式分割を行っております。そのため、前事業年度
の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり純資産を算定しております。

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年1月期第3四半期 7,290 10.7 355 179.9 370 126.4 216 282.9
27年1月期第3四半期 6,588 2.3 127 184.5 163 135.0 56 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年1月期第3四半期 89.15 ―
27年1月期第3四半期 23.28 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

28年1月期第3四半期 4,880 1,428 29.3 587.11
27年1月期 4,519 1,226 27.1 503.98
（参考）自己資本 28年1月期第3四半期 1,428百万円 27年1月期 1,226百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

当社は、平成27年９月28日開催の取締役会決議に基づき、平成27年11月１日付で普通株式１株につき３株の株式分割を行っております。そのため、28年１月期
期末の配当予想につきましては、株式分割後の数値で算定しております。

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年1月期 ― 0.00 ― 20.00 20.00
28年1月期 ― 0.00 ―
28年1月期（予想） 14.00 14.00

3. 平成28年 1月期の業績予想（平成27年 2月 1日～平成28年 1月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
当社は、平成27年９月28日開催の取締役会決議に基づき、平成27年11月１日付で普通株式１株につき３株の株式分割を行っております。そのため、業績予想
の１株当たり当期純利益につきましては、株式分割を考慮した金額を記載しております。なお、株式分割を考慮しない場合の平成28年１月期の１株当たり当期
純利益は271円18銭となります。

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,800 8.8 460 79.3 490 60.8 220 91.8 90.39
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(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(3) 発行済株式数（普通株式）

当社は、平成27年９月28日開催の取締役会決議に基づき、平成27年11月１日付で普通株式１株につき３株の株式分割を行っております。そのため、前事
業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して期末発行済株式数、期末自己株式数及び期中平均株式数を算定しております。

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年1月期3Q 2,469,000 株 27年1月期 2,469,000 株
② 期末自己株式数 28年1月期3Q 35,223 株 27年1月期 35,100 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年1月期3Q 2,433,842 株 27年1月期3Q 2,433,900 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続きは終了していません。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（業績予報について）
上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化
等により、上記予想数値と異なる場合があります。

（株式分割について）
当社は、平成27年９月28日開催の取締役会決議に基づき、平成27年11月１日付で株式１株につき３株の株式分割を行っております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、政府による経済対策や日銀による金融政策の効果から企業収益や

雇用情勢に改善が見られるなど緩やかな回復基調で推移いたしました。一方、個人消費におきましては、所得改善

の動きは見られるものの、物価上昇への懸念などから消費者マインドの持ち直しに足踏みが見られるなど、先行き

は依然として不透明な状況であります。 

 外食産業におきましては、中食需要の高まりなどから、飲食関連企業間のみならず、他業種との顧客の獲得競争

も激しさを増しております。さらに個人消費が本格回復に至らない中、円安に伴う原材料価格の高騰やエネルギー

コストの上昇、労働需給逼迫による人件費の上昇などもあり、経営環境は依然として厳しい状況が続いておりま

す。 

 このような状況下、当社では「For the future～新たな目標に向け、皆で創造、達成する～」という会社方針の

もと、当第３四半期累計期間におきましては既存店の営業力強化を最優先の課題としつつ、今後の新規店舗展開を

視野に入れ、様々な施策に取り組んでまいりました。

 売上高につきましては、お客様に選んでいただける店舗作りを目的として、期間限定メニューの定期的実施、メ

ールマガジンを中心としたモバイルコンテンツを活用した販売促進策、パート・アルバイトから社員までの体系的

なトレーニングを継続して行い、ＱＳＣ（商品の品質、サービス、清潔さ）の維持向上に取り組んでおります。ま

た、無料引換券（サービス券）を中心とした固定客獲得の施策等により売上計画の達成に向けた取組みを行い、営

業力強化に努めております。 

 コスト面につきましては、円安に伴う原材料価格の高騰もあり、引き続き厳格なロス管理を行っております。人

件費につきましては、適切なワークスケジュール管理を行っております。またエネルギーコストにつきましては、

電気とガスのバランスを考慮し様々な施策を検討及び実施しており、電気使用量が大きい店舗につきましては、電

気設備の一部をガス設備へ更新し、水道光熱費の削減を行っております。その他の店舗管理コストにつきましても

引き続き効率化を図り、収益力強化に努めております。

 また、当第３四半期会計期間は北海道に１店舗、群馬県に１店舗の出店を行い、当第３四半期会計期間末の店舗

数は134店舗となりました。

 その結果、当第３四半期累計期間の売上高は7,290,150千円（前年同期比10.7％増）、経常利益は370,673千円

（前年同期比126.4％増）となり、四半期純利益は、216,972千円（前年同期比282.9％増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況 

 当第３四半期会計期間末における財政状態は、総資産が4,880,888千円と前事業年度末と比較して361,001千円の

増加となりました。資産の増減の主な内訳は、現金及び預金157,487千円の増加及び店舗食材23,846千円並びに有

形固定資産164,182千円の増加であります。負債は、3,451,997千円と前事業年度末と比較して158,743千円の増加

となりました。負債の増減の主な内訳は、買掛金41,932千円及び短期借入金50,000千円並びに社債135,000千円の

増加、1年以内返済長期借入金68,006千円の減少であります。純資産は、前事業年度末と比較して202,257千円増加

いたしました。この結果、当第３四半期会計期間末における純資産は、1,428,891千円となりました。 

② キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物は、前事業年度末と比較して130,487千円増加し、804,786

千円となりました。 

 当第３四半期累計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期累計期間において営業活動により得られた資金は、471,524千円（前年同期比5.8％減）となりまし

た。これは主に、税引前四半期純利益369,546千円、減価償却費が263,951千円、その他の流動負債の減少額が

40,648千円、法人税等の支払額が150,151千円となったことなどによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期累計期間において投資活動の結果使用した資金は、407,500千円（前年同期比260.3％増）となりま

した。これは主に、定期預金の預入による支出が27,000千円、有形固定資産の取得による支出が355,482千円あっ

たことなどによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期累計期間において財務活動により得られた資金は、66,463千円（前年同期は88,842千円の支出）と

なりました。これは主に、長期借入金の返済による支出が714,601千円に対して、短期借入金の純増加額が50,000

千円、新規の長期借入れによる収入が650,000千円、新規の社債発行による収入が147,586千円あったことなどによ

るものであります。 

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 当期の予想につきましては、前回発表（平成27年９月４日）の通期業績予想に変更はありません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算方法）

 税金費用については、四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税 

率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。また、見積実効税率を 

使用できない場合は、税引前四半期純利益に一時差異に該当しない重要な差異を加減した上で、法定実効税率を乗

じて計算しております。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成27年１月31日) 
当第３四半期会計期間 
(平成27年10月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 714,299 871,786 

店舗食材 204,898 228,744 

貯蔵品 19,532 18,534 

前払費用 87,234 96,876 

繰延税金資産 18,115 18,115 

その他 12,019 9,869 

流動資産合計 1,056,099 1,243,926 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 1,868,892 1,888,892 

構築物（純額） 252,108 250,005 

土地 337,516 364,495 

建設仮勘定 1,873 105,631 

その他（純額） 100,580 116,127 

有形固定資産合計 2,560,970 2,725,153 

無形固定資産    

その他 22,557 15,716 

無形固定資産合計 22,557 15,716 

投資その他の資産    

投資有価証券 32,425 35,603 

敷金及び保証金 585,624 588,689 

保険積立金 99,684 115,930 

繰延税金資産 59,480 58,866 

その他 103,045 97,002 

投資その他の資産合計 880,259 896,092 

固定資産合計 3,463,787 3,636,962 

資産合計 4,519,887 4,880,888 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成27年１月31日) 
当第３四半期会計期間 
(平成27年10月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 199,448 241,381 

短期借入金 － 50,000 

1年内返済予定の長期借入金 860,401 792,395 

1年内償還予定の社債 30,000 30,000 

未払金 467,396 506,055 

未払法人税等 102,847 110,338 

リース債務 37,489 18,812 

販売促進引当金 28,900 33,100 

その他 162,674 114,886 

流動負債合計 1,889,157 1,896,969 

固定負債    

長期借入金 1,111,581 1,114,986 

社債 255,000 390,000 

リース債務 17,440 4,929 

資産除去債務 1,791 2,238 

その他 18,284 42,873 

固定負債合計 1,404,096 1,555,028 

負債合計 3,293,253 3,451,997 

純資産の部    

株主資本    

資本金 291,647 291,647 

資本剰余金 272,747 272,747 

利益剰余金 677,554 878,300 

自己株式 △17,550 △17,701 

株主資本合計 1,224,398 1,424,993 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 2,235 3,898 

評価・換算差額等合計 2,235 3,898 

純資産合計 1,226,633 1,428,891 

負債純資産合計 4,519,887 4,880,888 
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（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期累計期間 
(自 平成26年２月１日 

 至 平成26年10月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成27年２月１日 
 至 平成27年10月31日) 

売上高 6,588,421 7,290,150 

売上原価 1,667,509 1,832,173 

売上総利益 4,920,912 5,457,976 

販売費及び一般管理費 4,793,776 5,102,165 

営業利益 127,136 355,810 

営業外収益    

受取利息 2,535 2,692 

受取保険料 13,033 5,256 

受取賃貸料 21,591 12,508 

受取手数料 19,465 20,492 

その他 19,227 6,466 

営業外収益合計 75,853 47,416 

営業外費用    

支払利息 30,785 26,452 

社債発行費 5,801 2,413 

その他 2,653 3,688 

営業外費用合計 39,240 32,554 

経常利益 163,748 370,673 

特別利益    

新株予約権戻入益 6,950 － 

特別利益合計 6,950 － 

特別損失    

固定資産除却損 5,283 1,127 

店舗閉鎖損失 37,275 － 

特別損失合計 42,558 1,127 

税引前四半期純利益 128,140 369,546 

法人税等 71,470 152,574 

四半期純利益 56,670 216,972 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第３四半期累計期間 
(自 平成26年２月１日 

 至 平成26年10月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成27年２月１日 
 至 平成27年10月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純利益 128,140 369,546 

減価償却費 281,721 263,951 

店舗閉鎖損失 37,275 － 

新株予約権戻入益 △6,950 － 

受取利息及び受取配当金 △2,887 △3,086 

販売促進引当金の増減額（△は減少） 17,700 4,200 

支払利息 30,785 26,452 

社債発行費 5,801 2,413 

固定資産除売却損益（△は益） 5,283 1,127 

たな卸資産の増減額（△は増加） △12,915 △22,848 

その他の流動資産の増減額（△は増加） 10,863 △885 

長期前払費用の増減額（△は増加） △13,648 5,113 

仕入債務の増減額（△は減少） △3,329 41,932 

その他の流動負債の増減額（△は減少） 64,378 △40,648 

その他の固定負債の増減額（△は減少） △2,353 △853 

小計 539,863 646,413 

利息及び配当金の受取額 2,887 3,086 

利息の支払額 △31,115 △27,825 

法人税等の支払額 △11,262 △150,151 

営業活動によるキャッシュ・フロー 500,372 471,524 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △37,000 △27,000 

定期預金の払戻による収入 18,000 － 

有形固定資産の取得による支出 △137,035 △355,482 

有形固定資産の売却による収入 13,814 － 

無形固定資産の取得による支出 △1,170 △528 

投資有価証券の取得による支出 △903 △901 

その他 31,187 △23,588 

投資活動によるキャッシュ・フロー △113,105 △407,500 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） － 50,000 

長期借入れによる収入 450,000 650,000 

長期借入金の返済による支出 △754,767 △714,601 

社債の発行による収入 294,198 147,586 

社債の償還による支出 － △15,000 

割賦債務の返済による支出 － △3,770 

リース債務の返済による支出 △62,241 △31,187 

配当金の支払額 △16,031 △16,413 

自己株式の取得による支出 － △151 

財務活動によるキャッシュ・フロー △88,842 66,463 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 298,424 130,487 

現金及び現金同等物の期首残高 318,206 674,299 

現金及び現金同等物の四半期末残高 616,631 804,786 
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（４）継続企業の前提に関する注記

 該当事項はありません。

 

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

 該当事項はありません。

 

（６）セグメント情報等

 当社は飲食事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（７）重要な後発事象

 当社は、平成27年９月28日開催の当社取締役会の決議に基づき、次のように株式分割による新株式を発行しており

ます。 

 

 平成27年11月１日をもって普通株式１株につき３株に分割します。 

 (1）分割により増加する株式数 

   普通株式1,646,000株 

 (2）分割方法 

   平成27年10月31日を基準日として、同日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主の所有する普通株式１株 

  につき３株の割合をもって分割いたします。 

 

 なお、「１株当たり情報」は、当該株式分割が前事業年度の期首に行われたと仮定して算出しており、これによる

影響については、当該箇所に記載しております。
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４．補足情報

 地域別売上高の状況

  前第３四半期 当第３四半期 （参考） 

（平成27年１月期第３四半期） （平成28年１月期第３四半期） 平成27年１月期 

店舗数 
売上金額 

（千円） 

構成比 

（％） 
店舗数 

売上金額 

（千円） 

構成比 

（％） 
店舗数 

売上金額 

（千円） 

構成比 

（％） 

ラーメン山岡家                  

北海道 35 1,638,202 24.9 40 2,023,021 27.8 37 2,275,018 25.3 

茨城県 15 863,183 13.1 16 914,176 12.5 15 1,173,663 13.0 

栃木県 8 430,342 6.5 8 456,583 6.3 8 588,103 6.5 

埼玉県 10 643,752 9.8 10 683,164 9.4 10 874,016 9.7 

千葉県 13 724,346 11.0 14 827,093 11.3 14 1,006,644 11.2 

群馬県 6 327,438 5.0 7 363,130 5.0 6 447,386 5.0 

東京都 1 82,672 1.3 1 84,688 1.2 1 112,953 1.3 

宮城県 3 161,238 2.4 3 174,082 2.4 3 220,650 2.4 

静岡県 7 384,651 5.8 7 405,205 5.6 7 523,639 5.8 

福島県 3 115,526 1.8 3 130,579 1.8 3 156,836 1.7 

神奈川県 4 175,838 2.7 3 174,698 2.4 4 236,439 2.6 

岐阜県 2 66,195 1.0 2 69,176 0.9 2 89,814 1.0 

山梨県 3 159,020 2.4 3 170,255 2.3 3 216,312 2.4 

山形県 1 41,368 0.6 1 41,693 0.6 1 55,098 0.6 

愛知県 5 244,714 3.7 5 265,624 3.6 5 331,774 3.7 

三重県 1 55,218 0.8 1 56,824 0.8 1 74,298 0.8 

長野県 2 80,355 1.2 2 88,633 1.2 2 110,135 1.2 

岩手県 1 43,138 0.7 1 48,022 0.7 1 59,140 0.7 

秋田県 1 36,635 0.6 1 45,167 0.6 1 50,406 0.6 

青森県 1 33,759 0.5 1 39,339 0.5 1 45,785 0.5 

石川県 1 39,895 0.6 1 40,538 0.6 1 54,395 0.6 

兵庫県 1 35,384 0.5 1 39,541 0.5 1 48,149 0.5 

大阪府 1 41,476 0.6 1 37,783 0.5 1 54,696 0.6 

京都府 1 13,090 0.2 － － － 1 13,090 0.1 

福岡県 1 33,349 0.5 1 32,695 0.4 1 44,000 0.5 

熊本県 1 13,724 0.2 － － － 1 13,724 0.2 

その他 2 103,899 1.6 1 78,431 1.1 2 131,309 1.5 

総合計 130 6,588,421 100.0 134 7,290,150 100.0 133 9,007,487 100.0 

（注）店舗数には、閉店分も含まれており、各期末時点での店舗数とは一致しておりません。
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